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韓国食文化紹介事業に対する支援のご案内
平素は私共韓国文化院に対し、格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、ここ数年、日本では韓国の食文化に対する関心が高まっており、韓国料理のインスタント食品も数多く見られるようになりました。このような中、弊院では食文化交流の一環として、韓国の食文化を紹介する講座やイベント等の事業を開催される公的機関及び非営利団体を対象に、韓国料理専門家の人材派遣及び後援、共同主催等をはじめとする支援事業を過去4年にわたって行ってまいりました。
お陰様で各地より、異口同音に「美味しい韓国料理がこんなに安く手軽にできるなんて！」、「これからは我が家の食卓に韓国料理も加わりました！」と大変ご好評をいただき、本年度の協力依頼も各方面よりいただきました。
そこで、弊院といたしましては、そのようなリクエストにお応えし、門戸をより広げてホームページ上での応募も行い、本年度も下記の概要にて同事業を継続させていただくことになりました。本事業を通して地域の皆様に韓国の食文化に接する機会を提供していただき、これをきっかけに少しでも韓日相互理解が深まることができれば幸いと存じます。是非とも、この機会を積極的にご活用いただけるようご期待申し上げます。
なお、内容及びお申し込み方法の詳細につきましては、別紙をご覧ください。今後とも様々なプログラムを通して韓日文化交流を積極的に推進していく所存でございます。　　本年も何卒よろしくお願い申し上げます。
記
1. 対象：韓国の食文化を紹介する講座やイベント等の事業を開催される公的機関及び　　非営利団体で、過去4年間に本事業の支援を受けていない機関及び団体。営利目的の事業及び個人の方は対象となりません。
※ 既にそのような企画が決まっていても構いませんし、これから企画したいというご相談から　でも構いませんが、講座やイベント等の企画及び運営については貴機関にて行っていただきます。
※　過去4年の間にご支援させていただいた機関は、誠に申し訳ございませんが、今回は対象外とさせていただきます。
2. 支援内容：書類審査で支援許可が出た催しには開催する規模により、原則的に下記の範囲内で開催費用の一部を支援いたします。詳細は相談させていただきながら決定するものとします。なお、支援事業に対して、私共は共催として名義をお出しします。
	行事内容
	支援項目の目安・例

	料理教室
	講師招請費の一部

	講演会
	講師招請・会場費等の一部

	韓国食文化フェスティバル等
	講師・会場・人件費等の一部


· 原則的に、開催支援金以外の人的支援等をすることはできません。講師をはじめとする諸手配は貴機関にてご手配いただくことになります（相談に応じることはできます）。
· シリーズものの企画をされる場合、1機関につき最大2回までとさせていただきます。

3. 申請期間：2009年3月9日（月）～2009年3月23日（月）必着
※　申請期間内に事業計画の確定が難しい場合は、下記の企画実施期間内の事業であれば、簡単な基本計画をご準備していただいた上で、仮申請も受け付けます。
※　申請期間内に、応募された各機関及び団体の事業総額が弊院にて予定している予算額を超えた場合は、弊院にて審査させていただき、お断りする場合もございますので、予めご了承ください。

※　申請期間を過ぎても、弊院にて予定している予算額に満たない場合は、申請期間を延長する場合もございます。
4. 企画の実施期間：2009年4月～2009年12月
5. お申し込み方法及びお問合せ先：企画書及び予算収支書（補助金希望金額を入れること）、各機関及び団体のプロフィール（パンフレット等も可能）を作成の上、申請期間中に下記までお申し込みください（郵送・FAX・メール、いずれも可）。お申し込みいただいた後、担当者から確認のご連絡をさせていただきます。
6.　お問い合わせ及びお申込み先
　 〒106-0047　東京都港区南麻布1-7-32　韓国文化院 韓国食文化支援事業希望係
   　TEL：03-5476-4971　FAX：03-5476-4976　
     担当：趙（ジョ）E-mail：jayjo@koreanculture.jp
以上

＜韓国食文化紹介事業に対する支援事業の例＞
簡単ではありますが、2つの例をあげてみました。少しでも参考にしていただければと思います。具体的なことはお問い合わせください。

例えば、新しい企画として、下記のような申請があったとします。

例1 韓国料理講座の実施に関する支援依頼
· 期間：2009年7月頃から、週1×2回の短期型

· 内容：韓国家庭料理講座/料理実習

· 人数：延べ50名

· 場所：公共機関
· 条件：会場・講師探しをはじめとする企画は、貴機関にて行ってください。
　　　　　（どうしても見つからない場合は、相談に応じることはできます）
⇒　この場合、企画書と共に予算収支書を作成していただき、2回の講座にかかる講師費用の部分を目安にご申請ください。補助額は、提出書類を精査させていただき、ご相談させていただきながら予算収支書の範囲内で決めさせていただきます。
　或いは、既に決まっている事業であることを前提に、下記のような申請があったとします。

例②　「○○祭」における韓国料理ブース設置に関する支援依頼
· 実施日：2009年10月16日
· 依頼内容：①韓国料理ブースに出る調理担当への料理指導

　　　　　　  ②「韓国料理を美味しく食べる方法」ミニ講演及び料理実習

· 場所：公共機関
· 来客予想：数千名
⇒　この場合、かなり規模が大きいことから、費用も結構かかると思いますが、とりあえずご希望される補助金額を企画書及び予算収支書と共にご提示ください。検討させていただきます。また、イベントの性格上、私共が共催として名義を出せない場合は、「協力」「後援」としての名義を出させていただくことになりますが、主催者側のご希望になるべく沿えるよう対応させていただきます。
※　以上2つの事例はあくまでも例に過ぎません。他にも様々な形で韓国の食文化に関連する事業計画があると思いますが、規模の大きな特別イベント等をご計画の場合も、私共韓国文化院の支援が必要だと判断された場合は、ご遠慮なくご相談ください。
